
 

 
令和５年度函南町立東中学校　学校だより 

 

 

 

 

 

 

　令和５年度のスタートにあたり 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校 長　 樋口　 正則 

　 始業式に次のような話をしました。 
　 令和５年度の東中学校は、460名の仲間と、先生方をはじめとする４７名のサポーターで２０５日
の学校生活をスタートします。皆さん一人一人が新たな気持ちを持って今日を迎えたと思います。
　  
　 今年度の東中学校の目標は、昨年同様、「夢の実現に向け　 しなやかに挑戦する生徒」です。
今年度も、皆さんに「夢」と「しなやかな心」を持って生活してほしいと思います。　  
　 「しなやかな心」とは。 
　 ・困難なことや心がくじけそうになっても粘り強く最後まで諦めない心 
　 ・困難に直面しても柔軟に受け止め前進する力 
　 ・自分や友達の考え方や意見、存在を認め合う柔軟な心（自他を敬愛する心）　 です。 
 
　 学校生活では、楽で楽しいことばかりではなく、つらい事や苦しいこともたくさんあると思いま
す。そんな辛さや苦しさに出会ったとき、それを乗り越えるために必要になってくるのが「しなやか
な心」です。 
　 令和４年度には、サッカーのワールドカップや、WBC等の大会が開かれ、多くの人たちに感動を
与えてくれました。その中でも後に「三笘の1ミリ」と呼ばれるようになったプレーは、三苫選手が最
後まで諦めずにボールを追い、三苫選手を信じてゴール前に走り込んだ田中選手によってもたら
されたものです。また、WBCでもメキシコ代表との準決勝、9回裏まで１点負けていた場面で、２塁
打を放った大谷選手が２塁ベース上で見せた味方を鼓舞する仕草、その仕草に刺激され逆転打
を放った村上選手、このプレーも話題になりました。 
 
　 この二つの場面で見られたものは、 
  ・ボールがラインアウトになりそうなときも、負けているときも、粘り強く最後まで諦めない心 
　 ・ボールがラインアウトになりそうな状況や、負けそうな困難な状況に直面しても柔軟に受け止
　  め前に進もうとする力 
　 ・自分やチームの仲間の力を信頼する心　 です。 
 
　 もちろん、三苫選手や大谷選手ひとりで成し遂げたことではありません。そこには必ず「仲間」が
いました。そして、その仲間と共に、それぞれの選手が「勝利」という「夢」を持ち、最後まで諦めず
にそれを追い続けた結果であることは言うまでもありません。 
　 まさに、「夢に向かって、しなやかに挑戦」した結果です。ワールドカップやWBCのように大きな
ものである必要はありません。皆さん一人一人が４６０名の仲間と共に、それぞれが持つ大切な
「夢」に向かって「しなやかに」挑戦する年になることを期待します。 
 
　 地域の皆様、保護者の皆様、今年度も共に手を携え、函南の未来を担う子ども達の育成に励み
たいと思います。本校の教育活動にご理解ご協力よろしくお願いいたします。 
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　学校教育には、子供たちが 

 ・様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくこと　 や、 
 ・様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し情報を再構築するなどして新たな価値に 
  つなげていくこと、 
 ・複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすること　

が求められています。 
　 このような力を身につけ、これからの時代を生き抜く生徒たちに向けて、東中学校では、昨年度よ
り学校教育目標を「夢の実現に向け しなやかに挑戦する生徒 」としました。 
　 この教育目標を達成するための生徒、教師の姿として、 
　  
 
 
 
 
 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を掲げ、全職員で、この実現に向けて取り組んで参ります。 
　  
 

　 新しいメンバーを迎えて 

 
1３人の新しいメンバーを加え、４月６日より１学期がスタートしました。　 紹介いたします。 

 主任 齋藤　 秀人  主任 鈴木　 和彦  主任 田中　 直子 校長 樋口　 正則

 1 勝見　 誠斗  1 大木　 一生  1 佐野　 秀樹 教頭 三田　 治樹

1 2 上田　 歩 2 2 増島　 香 3 2 鈴木　 健斗 養護教諭 土屋　 智美

 3 植木　 和宏  3 宮尾　 剛人  3 松下枝理香 事務主査 望月  茜

年 4 湯浅　 真奈 年 4 杉山　 雄飛 年 4 杉山　 大介 栄養士 河内　 妙子

 5 勝呂　 英一  5 市川　 春奈  5 淀川　 裕樹 事務主事 石川奈緒美

部 担外 新井　 孝将 部 7 井澤　 拓巳 部 6 野方　 正弘 用務員 川口　 文子

担外 秋山　 浩乃 担外 小島亜寿美 担外 土屋由紀子 図書司書 向笠　 永子

通級 牧原　 里佳 担外 山下　 佳伸 担外 三田　 靖代 ＳＳＳ 伊藤  仁美

介助員 鈴木　 真弓 介助員 杉山　 晴美 支援員 成川由美子 ICT支援 山邉　 義彦

日本語指導 牧野ふみ子 ＳSW 庄司　 佳乃 支援員 小久保敦子 ＡＬＴ Jossalyn Nelson

チームワークバッチリでスクラムを組んでいきます。 

 
　  
 
 

　 新たに１４５名の新入生を迎えました。式典中は落ち着いた立ち居
振る舞いと、緊張感のある雰囲気でも学級担任の呼名にしっかりと
返事をする1年生の姿が、今後の東中生の活躍を期待させるもので
した。 
　 代表として『教科書授与』を務めた足立絢音さんと『誓いの言
葉』を述べた髙橋龍之介さんもたいへん立派でした。全校4６０人
で、“夢の実現に向けしなやかに挑戦する”新たな開始となりました。 

○し  失敗を恐れず何事にもチャレンジ 

○な  何でも相談し合える仲間・教師集団 

○や  やって良かったと思える活動（自己肯定感） 

○か  感謝・感動を分かち合える素直な心


